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超スマート社会卓越コース 学修課程 

 少子高齢化，地球温暖化，世界の分断，食糧安全保障などの社会課題が山積する現代社会において，人類の未来

を持続可能なものにするためには，サイバー空間技術とフィジカル空間技術を高度に融合した超スマート社会の実

現が必須である。 

本コースでは，超スマート社会の実現を志向し，異分野融合による新分野創造（コンバージェンス・サイエンス）

を実践する人材を輩出することを目的とする。具体的には，①卓越した専門力に基づき，独創的で多角的な視点か

ら社会課題を分析し解決できる力，②様々な事象を俯瞰的に捉え，論理的な思考で分析し，新たな知見を創造でき

る力，③超スマート社会の実現に必要となる新分野創造を実践する力，④物事をグローバルな視点で理解し，具体

的に行動し，社会の中でリーダーシップを発揮できる力の 4 つの能力を涵養する。 

この目的を達成するために，本コースでは，産業界等との共創による社会連携教育と異分野融合研究を通した人

材を育成する。具体的には，企業，省庁，国研等が参画する超スマート社会推進コンソーシアムとの連携により構

築したコンバージェンス・サイエンスへの招待等の専門科目を学ぶことで新分野創造の実践に必要となる専門学力

を涵養し，オフキャンパスプロジェクトをはじめとする社会との連携を通して様々な事象の俯瞰力を涵養する。ま

た，必修科目である超スマート社会構想ワークショップ等により異分野の知見を融合・結集して課題を解決する力

を涵養し，グローバル研究アクティビティやグローバルオフキャンパスプロジェクトを通して国際社会でリーダー

シップを発揮できる力を涵養する。 

 

【博士後期課程】 

人材養成の目的 

急変する地球規模の課題や、未だ見ぬ未来の難問を解決し、誰もが安心して暮らせる「善き社会」を実現するた

めには、従来の学問分野の深掘りだけでは限界がある。 そこで本コースでは、修士課程までに培った高度な専門

性を基盤とし、異分野を柔軟に融合させることで社会課題の解決と新分野の創造を牽引できる人材を育成する。 産
業界等との共創によるカリキュラムを通じ、「社会課題を解決する卓越した専門力」「事象を多角的に捉える俯瞰

力」「超スマート社会を切り拓く実践力」「グローバルリーダーシップ」の４つの能力を涵養する。 
 

学修目標 

 本課程では、上記の目的の達成のために、次のような能力を習得することを目指す。 

  ・卓越した専門力に基づき，独創的で多角的な視点から社会課題を分析し解決できる力 

  ・様々な事象を俯瞰的に捉え，論理的な思考で分析し，新たな知見を創造できる力 

  ・超スマート社会の実現に必要となるコンバージェンス・サイエンスを実践する力 

  ・物事をグローバルな視点で理解し，具体的に行動し，社会の中でリーダーシップを発揮できる力 
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学修内容 

本課程では，「学修目標」で記載した「修得する能力」を身に付けるために，次のような内容の学修を行う。 

  Ａ）コンバージェンス・サイエンスの実践に必要となる専門学力を涵養する教育 

Ｂ）社会との連携を通して様々な事象の俯瞰力を涵養する教育 

Ｃ）異分野の知見を融合・結集して課題を解決する力を涵養する教育 

Ｄ）国際社会でリーダーシップを発揮できる力を涵養する教育 

 

修了要件 

  本コースの博士後期課程を修了するためには，次の要件を満たさなければならない。 

  １．  24 単位以上を大学院授業科目（600 番台）から取得していること。 

  ２．  本コースで指定された授業科目において，次の要件を満たすこと。 

       ・講究科目について，12 単位以上修得していること 

       ・コース標準学修課程科目から 18 単位以上修得していること。 

・コース専門科目から指定された必須科目 2 単位を修得していること。 

    ・文系教養科目のうち 600 番台を 2 単位以上，アントレプレナーシップ科目から 4 単位以上を含み合計 6

単位以上修得していること。 

  ３．博士論文審査及び最終試験に合格すること。 

 

表Ｄ1 に本コースにおける授業科目区分と博士後期課程修了に必要な単位数を示す。必要単位数は科目区分ご

と，また科目群ごとに指定され，「必修科目単位」欄及び「選択科目単位」欄には科目選択にあたっての注記が

ある。「学修内容との関連」欄には科目と関連する学修内容を示す。履修申告にあたっては，科目と学修内容の

関係を十分理解すること。 
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表Ｄ１ 超スマート卓越コース博士後期課程修了要件 

科目区分 必修科目単位 選択科目単位 単位数 

 

学修内容 

との関連 

備考 

教
養
科
目
群 

文系教養科目  2 単位以上 

6 単位以上 

B, D  

アントレプレ

ナーシップ科

目 

 4 単位以上 B, D 後述の GA を原則として全て満たすこ

と。 

その他 
 

 

   

 
 

 
 

 
 

 

専
門
科
目
群 

講究科目 

「超スマート社

会創造卓越講究

S3」,「同 F3」,

「同 S4」,「同

F4」,「同 S5」,

「同 F5」を各 2

単位, 

合計 12 単位 

 

コース標準

学修課程の

専門科目群

から 

18 単位以上 

A  

研究関連科目   D 修了単位に含めることが出来るのは，

最大 2 単位までとする。 

専門科目 「超スマート社

会構想ワークシ

ョップ」1 単位, 

「超スマート社

会研究プレゼン

テーション」1 単

位, 

 

合計 2 単位 

 A,B,C,D 「超スマート社会構想ワークショッ

プ」を履修するには，超スマート社会

コンソーシアムが開催するマッチング

イベントへ最低 1 回の参加を必須要件

とする（社会人を除く）。なお，本コ

ースへ進学予定の修士課程の学生は，

修士課程在籍中にマッチングイベント

への参加を強く推奨する。 

 

コース標準学

修課程以外の

専門科目又は

研究関連科目 

 

     

修了単位合計 上記の条件を満たし，24 単位以上修得すること 

【備考】 

・文系教養科目，アントレプレナーシップ科目の詳細は，「Ⅲ.教養科目群履修案内」のそれぞれの章を参照すること。 

・外国人留学生が受講可能である「日本語・日本文化科目」の授業科目を修得した場合，対応する番台の文系教養科目として 

みなすことができる。 

 

授業科目 

表Ｄ２に本コースの博士後期課程における専門科目群の授業科目を示す。表右端の備考欄にコース名が記載さ

れている科目については，本コースが指定する他コースの専門科目等を示し，修得した場合，「科目区分」欄に

記載された，本コースの標準学修課程の「専門科目」，「研究関連科目」として取り扱われる。  
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表Ｄ２ 超スマート卓越コース博士後期課程専門科目群 
科目 

区分 

科目コード 科目名 単位数 身に付

ける力 

学修 

内容 

備考 

講

究

科

目 

600 

番台 

SMT.Z601.R 

 

◎  超スマート社会創造卓越講究 S3 

(Seminar S3 on Super Smart 

Society) 

0-2-0 1 A 言語は研究室による 

SMT.Z602.R ◎  超スマート社会創造卓越講究 F3 

(Seminar F3 on Super Smart 

Society) 

0-2-0 1 A 言語は研究室による 

SMT.Z603.R ◎  超スマート社会創造卓越講究 S4 

(Seminar S4 on Super Smart 

Society) 

0-2-0 1 A 言語は研究室による 

SMT.Z604.R ◎  超スマート社会創造卓越講究 F4 

(Seminar F4 on Super Smart 

Society) 

0-2-0 1 A 言語は研究室による 

SMT.Z605.R ◎  超スマート社会創造卓越講究 S5 

(Seminar S5 on Super Smart 

Society) 

0-2-0 1 A 言語は研究室による 

SMT.Z606.R ◎  超スマート社会創造卓越講究 F5 

(Seminar F5 on Super Smart 

Society) 

0-2-0 1 A 言語は研究室による 

研

究

関

連

科

目 

600 

番台 

SMT.D601.L 

 

 ★ Global Research Activities 1 

（グローバル研究アクティビテ

ィ１） 

0-0-1 1,2,3 

 

D  

SMT.D602.L 

 

 ★ Global Research Activities 2 

（グローバル研究アクティビテ

ィ２） 

0-0-1 1,2,3 

 

D  

専

門

科

目 

600 

番台 

SMT.A611.R 

 
◎ ★ Super Smart Society Research 

Presentation 

(超スマート社会研究プレゼンテ

ーション) 

0-0.5-

0.5 

2,3,4,5 A,C  

SMT.C601.R ◎ ★ Super Smart Society Design 

Workshop 

（超スマート社会構想ワークシ

ョップ） 

0.5-0-

0.5 

2,3,4,5 A,C 超スマート社会コン

ソーシアムが開催す

るマッチングイベン

トに最低 1 回の参加

を必要要件とする 

SMT.B640.L 

 
  ジョブ型研究インターンシップ

（超スマート社会卓越コース） 

（Cooperative Education 

through Research Internships 

of Super Smart Society) 

0-0-4 1,3,4,5 B  

超スマート社会創造科目群 

SMT.B601.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Quantum Science 

(コンバージェンス・サイエンス

への招待：量子科学) 

1-0-0 2,4,5 B,C  

SMT.B602.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Healthcare 

(コンバージェンス・サイエンス

への招待：スマートヘルスケア) 

1-0-0 2,4,5 B,C  

SMT.B603.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Agriculture 

(コンバージェンス・サイエンス

への招待：スマート農業) 

1-0-0 2,4,5 B,C  
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SMT.B604.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Workplaces 

(コンバージェンス・サイエンス

への招待：スマートワークプレ

ース) 

1-0-0 2,4,5 B,C 2026 年度休講 

SMT.B605.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Production 

(コンバージェンス・サイエンス

への招待：スマート製造) 

1-0-0 2,4,5 B,C  

SMT.B606.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Ocean 

(コンバージェンス・サイエンス

への招待：スマートオーシャン) 

1-0-0 2,4,5 B,C  

オフキャンパスプロジェクト科目群 

SMT.B631.L  ★ 

 

Super Smart Society Off-

Campus Project 1 

(超スマート社会オフキャンパス

プロジェクト 1) 

0-0-2 3,4,5 B,C  

SMT.B632.L  ★ Super Smart Society Off-

Campus Project 2 

(超スマート社会オフキャンパス

プロジェクト 2) 

0-0-4 3,4,5 B,C  

SMT.B633.L  ★ Super Smart Society Off-

Campus Project for Career 

Development １ 

(キャリア開発超スマート社会オ

フキャンパスプロジェクト１) 

0-0-2 3,4,5 B,C  

SMT.B634.L  ★ Super Smart Society Off-

Campus Project for Career 

Development ２ 

(キャリア開発超スマート社会オ

フキャンパスプロジェクト 2) 

0-0-4 3,4,5 B,C  

SMT.B635.L   大田区起業実践オフキャンパス

プロジェクト 

(Ota City Start-up Practical 

Off-Campus Project) 

0.5-0-

1.5 

3,4,5 B,C  

SMT.D611.L 

 

 ★ Super Smart Society Global 

Off-Campus Project 1 

(超スマート社会グローバルオフ

キャンパスプロジェクト 1) 

0-0-2 3,4,5 B,C  

SMT.D612.L 

 

 ★ Super Smart Society Global 

Off-Campus Project 2 

(超スマート社会グローバルオフ

キャンパスプロジェクト 2) 

0-0-4 3,4,5 B,C  

人工知能・量子情報科目群 

SMT.A631.L 

 

 ★ Quantum Information 

Processing  

（量子情報処理） 

2-0-0 1 A 情報通信コース開講

科目(ICT.C601) 

SMT.A632.L 

 

 ★ Fundamentals of Progressive 

Data Science 

(基盤データサイエンス発展) 

1-0-0 1 A 情報理工学院開講科

目(XCO.T677) 

SMT.A633.L 

 

 ★ Fundamentals of Progressive 

Artificial Intelligence 

 (基盤人工知能発展)  

1-0-0 1 A 情報理工学院開講科

目(XCO.T679) 
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SMT.A634.L  ★ Exercises in Fundamentals of 

Progressive Artificial 

Intelligence 

(基盤人工知能発展演習) 

0-1-0 1 A 情報理工学院開講科

目(XCO.T680) 

SMT.A635.L 

 

 

 ★ Progressive Advanced Data 

Science and Artificial 

Intelligence 1 

(先端データサイエンス・AI 発展

第一) 

1-0-0 1 A データサイエンス・AI

全学教育機構開講科

目(DSA.A601) 

SMT.A636.L 

 

 ★ Progressive Advanced Data 

Science and Artificial 

Intelligence 2 

(先端データサイエンス・AI 発展

第二) 

1-0-0 1 A データサイエンス・AI

全学教育機構開講科

目(DSA.A602) 

SMT.A637.L 

 

 ★ Progressive Advanced Data 

Science and Artificial 

Intelligence 3 

(先端データサイエンス・AI 発展

第三) 

1-0-0 1 A データサイエンス・AI

全学教育機構開講科

目(DSA.A603) 

・◎：必修科目，○選択必修科目，★英語で授業を行う科目，O：奇数年度開講科目，Ｅ：偶数年度開講科目 

・□：学位プログラムとして特別に設けた教育課程「環境エネルギー協創教育課程」に対応する科目を表す。 

・身に付ける力：１，専門力 ２，教養力 ３，コミュニケーション力 ４，展開力（探求力又は設定力）  

５，展開力（実践力又は解決力） 

・備考：他）▲▲コース開講科目（カッコ内は開講元のコースにおける科目コード） 

・科目コードにおける「分野コード」は次のとおり。（ABC.D600.R の「D」の項目）A:専門力関連科目，B:俯瞰力関連科目，C:異分

野融合力関連科目，D:国際性関連科目，Z:講究 

 

アントレプレナーシップ科目およびアントレプレナーシップ科目対応科目 
 

本コースの博士後期課程修了要件に記されるアントレプレナーシップ科目については，「Ⅲ.教養科目群履修案内

＞アントレプレナーシップ科目＞アントレプレナーシップ教育コア（博士後期課程）」の「表 D-1 」に示されてい

る Graduate Attributes (GA)を原則として全て満たし，4 単位以上の単位を修得しなければならない。GA の修得状況

については，修了時にコースで判定する。複数の GA が対応する科目については，当該科目の単位を修得すること

でその科目に対応する全ての GA を満たしたものとみなされる。 

この GA を修得するために，アントレプレナーシップ科目に加えて，アントレプレナーシップ科目としてみなすこ

とができる専門科目及び各コースで開講するアントレプレナーシップ科目として、表 B-1 の科目が用意されてい

る。（GA が対応しないアントレプレナーシップ科目もあるため，履修時には充分に確認すること。） 

なお，対応科目をアントレプレナーシップ科目として修了要件に含めた場合，専門科目として修了要件に含める

ことができないので留意すること。また，これらの科目をアントレプレナーシップ科目としてみなさなかった場合

でも，対応する GA は修得したものとすることができる。 

【参考】アントレプレナーシップ科目の履修案内より 
表 D-1 博士後期課程学生に求められる Graduate Attributes とは，次のとおりです。 

GA0D：自らのキャリアを明確にデザインし，アカデミア・産業界の構成員として活躍するための知識・スキル，社会的責任， 

倫理等を包括的に理解して，イノベーション実現に貢献できる 

GA1D：自らがデザインしたキャリアを実現するために必要な高度なリーダーシップ，アントレプレナーシップ，知識・スキル， 

社会的責任，倫理等を身に着けることで，イノベーションの実現を主導できる 
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表 B-1 超スマート社会卓越コース博士後期課程アントレプレナーシップ科目対応科目及び各コースで開講するアント

レプレナーシップ科目 

対応科目 

区分 

科目コード 科目名 単位数 対応 

する

GA 

学修 

内容 

備考 

アントレプ

レナーシッ

プ科目とし

てみなすこ

とが出来る

専門科目 

SMT.B601.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Quantum Science 

(コンバージェンス・サイエンスへ

の招待：量子科学) 

1-0-0 GA0D B,C  

SMT.B602.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Healthcare 

(コンバージェンス・サイエンスへ

の招待：スマートヘルスケア) 

1-0-0 GA1D 

 

B,C  

SMT.B603.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Agriculture 

(コンバージェンス・サイエンスへ

の招待：スマート農業) 

1-0-0 GA0D B,C  

SMT.B604.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Workplaces 

(コンバージェンス・サイエンスへ

の招待：スマートワークプレース) 

1-0-0 GA1D B,C 2026 年度休講 

SMT.B605.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Production 

(コンバージェンス・サイエンスへ

の招待：スマート製造) 

1-0-0 GA1D B,C  

SMT.B606.L  ★ Introduction to Convergence 

Science: Smart Ocean 

(コンバージェンス・サイエンスへ

の招待：スマートオーシャン) 

1-0-0 GA0D B,C  

SMT.B631.L  ★ Super Smart Society Global Off-

Campus Project 1 

(超スマート社会グローバルオフキ

ャンパスプロジェクト 1) 

0-0-2 GA0D 

GA1D 

B,C  

SMT.B632.L  ★ Super Smart Society Global Off-

Campus Project 2 

(超スマート社会グローバルオフキ

ャンパスプロジェクト 2) 

0-0-4 GA0D 

GA1D 

B,C  

SMT.B633.L  ★ Super Smart Society Off-Campus 

Project for Career Development 1 

(キャリア開発超スマート社会オフ

キャンパスプロジェクト１) 

0-0-2 GA0D 

GA1D 

B,C  

SMT.B634.L  ★ Super Smart Society Off-Campus 

Project for Career Development 2 

(キャリア開発超スマート社会オフ

キャンパスプロジェクト 2) 

0-0-4 GA0D 

GA1D 

B,C  

SMT.B635.L   大田区起業実践オフキャンパスプロ

ジェクト 

(Ota City Start-up Practical 

Off-Campus Project) 

0.5-0-

1.5 

GA0D 

GA1D 

B,C  

SMT.B640.L   ジョブ型研究インターンシップ（超

スマート社会卓越コース） 

(Cooperative Education through 

Research Internships of Super 

Smart Society) 

0-0-4 GA1D B  
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アントレプ

レナーシッ

プ科目 

SMT.R611   博士リカレント研修（超スマート社

会卓越コース） 

(Doctorial Recurrent Program of 

Super Smart Society) 

0-0-4 GA0D 

GA1D 

 ※超スマート社会卓越コ

ースで開講するアントレ

プレナーシップ科目であ

る。専門科目にはならな

い。 

上記科目の他，教養科目群アントレプレナーシップ科目から選択すること。（「Ⅲ.教養科目群履修案内」参照） 

 
なお，データサイエンス・AI 全学教育プログラム等でも，「Ⅲ. 教養科目群履修案内＞アントレプレナーシップ

科目＞アントレプレナーシップ教育コア（博士後期課程）」に記載されている科目以外にアントレプレナーシップ

科目とみなすことができる科目が用意されおり，開講元の判断で履修できる場合がある。具体的な科目，履修要

件等は，Ⅵ.データサイエンス・AI 全学教育プログラムの学修案内を参照のこと。 

 

科目体系図

 

標準的履修例 

履修例 1 修士課程から本学に在籍する学生の履修例 

 
 

 

文系教養科目 文系教養科目 2

アントレプレ
ナーシップ科目

その他科目

超スマート社会
構想ワーク
ショップ

1
超スマート社会
研究プレゼン
テーション

1

基礎人工知能
発展

1
大田区起業実
践オフキャンパ
スプロジェクト

2
先端データサイ
エンス・AI発展

第一
1 4

研究関連科目

講究科目 2 2 2 2 2 2

第1Q 第3Q第2Q
年次

科目区分

1年次

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

2年次

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

3年次

超スマート社会グローバルオフキャ
ンパスプロジェクト2

第4Q

教
養
科
目
群

専
門
科
目
群

コース専門科目

超スマート社会創造卓越講究S3 超スマート社会創造卓越講究F3 超スマート社会創造卓越講究S4 超スマート社会創造卓越講究S5 超スマート社会創造卓越講究F5超スマート社会創造卓越講究F4
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※1 「超スマート社会構想ワークショップ」科目を履修するには，超スマート社会コンソーシアムが開催す

るマッチングイベントへ最低 1 回の参加を必須要件とする（社会人を除く）。なお，本コースへ進学予定の

修士課程の学生は，修士課程在籍中にマッチングイベントへの参加を強く推奨する。 

※2 「コンバージェンス・サイエンスの招待」の 6 科目，「大田区起業実践オフキャンパスプロジェクト」,

「超スマート社会グローバルオフキャンパスプロジェクト」，「キャリア開発超スマート社会オフキャンパ

スプロジェクト」，「ジョブ型研究インターンシップ（超スマート社会卓越コース）」はアントレプレナーシ

ップ科目としてみなすことが可能。博士後期課程修了にはアントレプレナーシップ科目として，4 単位以上履

修する必要がある。 

 

履修例 2 博士後期課程から本学に入学する学生の履修例 

 
※3 「超スマート社会構想ワークショップ」科目を履修するには，超スマート社会コンソーシアムが開催す

るマッチングイベントへ最低 1 回の参加を必須要件とする（社会人を除く）。なお，本コースへ進学予定の

修士課程の学生は，修士課程在籍中にマッチングイベントへの参加を強く推奨する。 

※4 「コンバージェンス・サイエンスの招待」の 6 科目，「大田区起業実践オフキャンパスプロジェクト」,

「超スマート社会グローバルオフキャンパスプロジェクト」，「キャリア開発超スマート社会オフキャンパ

スプロジェクト」，「ジョブ型研究インターンシップ（超スマート社会卓越コース）」はアントレプレナーシ

ップ科目としてみなすことが可能。博士後期課程修了にはアントレプレナーシップ科目として，4 単位以上履

修する必要がある。         

 

博士論文研究 

博士論文研究では，問題解決力に加えて，問題設定能力を培い，さらに英語によるコミュニケーション力の向上

を目指す。これらは学修成果の設定と評価の過程で修得する。博士論文発表会における博士論文審査を経て，最終

審査に至る。 

 

学修目標設定               超スマート社会研究プレゼンテーション 

 

１学期 2 学期 3 学期 4 学期 5 学期 6 学期 

1Q 2Q 3Q 4Q 5Q 6Q 7Q 8Q 9Q 10Q 11Q 12Q 

 

オリエンテーション                                   学位申請 

  論文提出・発表 

 最終試験 

  

文系教養科目 文系教養科目 2

アントレプレ
ナーシップ科目

その他科目

超スマート社会
構想ワーク
ショップ

1

超スマート社会
研究プレゼン
テーション

1

コンバージェン
ス・サイエンス
への招待：ス
マートオーシャ
ン

1

コンバージェン
ス・サイエンス
への招待：ス
マート製造

1

コンバージェン
ス・サイエンス
への招待：量子
科学

1
キャリア開発超
スマート社会オ
フキャンパスプ
ロジェクト１

2

コンバージェン
ス・サイエンス
への招待：農業 1

研究関連科目 1 1

講究科目 2 2 2 2 2 2

年次 1年次 2年次 3年次

第2Q 第3Q科目区分 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q

グローバル研究アクティビティ1 グローバル研究アクティビティ2

超スマート社会創造卓越講究F5

第4Q

教
養
科
目
群

専
門
科
目
群

コース専門科目

超スマート社会創造卓越講究S3 超スマート社会創造卓越講究F3 超スマート社会創造卓越講究S4 超スマート社会創造卓越講究F4 超スマート社会創造卓越講究S5

第2Q 第3Q 第4Q 第1Q
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・超スマート社会研究プレゼンテーション 

原則，修了の一年前までに当該科目を履修し，その時点までの自身の研究に関するプレゼンテーションを実施

した上で口頭試問による審査を受ける。 

 

・博士論文審査基準 

博士学位論文は，超スマート社会に関連する分野の新規性，独創性と十分な学術的価値を持つ自著の論文であ

って，主要部分が国際的な水準にある学術雑誌等に掲載されているか，あるいは掲載される水準でなければなら

ない。なお，博士の学位論文は，日本語もしくは英語で執筆することとする。 

 

・博士論文審査実施方法 

審査委員会は 5 名以上の審査員で構成されるものとする。超スマート社会研究プレゼンテーションにおける審

査に合格した上で論文を提出し，口頭発表の後，審査員による事前査読を経て，最終的な審査・評価を行う。最

終審査では，当該分野に関する口頭試問により，当該分野の理解能力を確認する。 

 


